
工 事 概 要： 橋梁下部工（A1橋台） 箱式橋台 H=14.3ｍ V=2,414㎥

場所打杭（φ1500） L=47ｍ N=35本 護岸工 A=470㎡ 仮設工 一式

工 期：平成30年10月～令和2年5月 施工者：早野組・望月組土木ＪＶ

施工前

籠は一つ一つ現場で

作り上げています。

黒く濁った水も

処理後には

透明に掘った際に出た泥水は、

一度タンクに溜めて

水質検査を行い、水を

綺麗な状態にしていま

す。

ケーシングチューブ（とても

固い筒のような物）に圧をか

けながら回転させ、地中内に

ある岩盤や障害物を粉砕しな

がら、掘り進めていきます。

トレミー管（コンク

リートを流し込むため

の管）を籠の中に入れ、

基礎となる杭を造って

いきます。

鉄筋を組んで枠組みと

なる板を組み立て、コ

ンクリートを流し込む

等の作業を繰り返し、

橋台部分が完成します。
斜面を整えて

固めます。

固めた土の面に

ブロックを並べて、

隙間を埋め固めて

護岸工が完成しま

す。

チューブの中に

杭の骨組みとなる籠を

入れていきます。

板を組み立てる

比重を軽くするために

中は空洞になっており、

点検作業ができるよう

にドアが付いている

というちょっと珍しい

橋台です。

コンクリートを流し込む 鉄筋を組む


